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要旨

【背景・目的】

本研究の目的は、 1期卵巣明細胞癌治療における系統的骨盤・傍大動脈リンパ節郭清

を含むstaginglaparotomy(optimalstagingsurgery)による適切な手術進行期確定の

意義を検証することである。

【方法】

両側付属器摘出、子宮全摘、大網亜全摘、骨盤・傍大動脈リンパ節郭清、腹水腹腔洗浄細胞

診の全てを施行し手術進行期が確定された80例("timal群）と、これらの一部の術式により

手術進行期が確定された84例(non叩廿mal群)、計165例のI期卵巣明細胞癌患者の予後を

後方視的に比較検討した。なお､手術進行期分類はmGO進行期分類を用い､1A期醐璽嘉が片

側卵巣に限局し、榔莫表面への浸潤がなく、腹水川副空洗浄細胞診陰性のもの、 IC1期は腫瘍が

－側または両側卵巣に限局し術中被I嚇したもの、 IC2期は自然椥鰄または榔莫表面

の浸潤があるもの、 IC3期は腹水腹腔洗浄細胞診陽性のものとする。

【結果】

へ

本研究の追跡期間中央掴ま67か月であった｡伽umal群とnm1"nmal群の間で、無再発生槻間

tecurren"･heesurvivalMSS])や全生J潮間bverallsurviyalba)に締隣鏥う誰Ij認めら

れなかった侭ES:H.434;OS:H.759)｡5無再発生騨･姓騨は､IAIC1雛例で92.1%･

95.3％､ICMC3期症例で81.0%･83.7%であった。多変鼬革析では､ICMC3期定例ではIAIC1期

症例に比べてRFSもOSも短く、予後不良なことが明らｶｷこなった侭ⅡS:H､011;OS:PJ.011) ◎

ﾌ柵究では､事前の計画こより、IAIC1期定例とICMC3期定例の2つのｻプグﾉﾚｰブでも角噺を行

ったところ､IAmC1期定例ではRHSとOS共に叩廿mal群とnm1叩dmal群の間で締岸的有意識§

認めらｵIたが侭ES:Hb."1;OS:H､024)、ICMC3期症例で洞認められなかった。多掴革祈で

はnm1叩dmal群では叩pmal群に比べて無再卿間力堀,､ことが明らｶｷこなったP則.033)

【結論】

◎

1A/IC1期卵巣明細胞癌患者の予後は良好であった。 さらに、 1A/IC1期の卵巣明細胞

癌患者では、系統的骨盤・傍大動脈リンパ節郭清を含むstaginglaparotomyの実施と

それによる適切な手術進行期確定がRFSにおける唯一の独立予後良好因子であった。



学位論文審査結果の要旨

鈴木佳世氏の学位請求論文は主論文1編1冊よりなり、主論文の題名は

ImpactofSurgicalStaginginStagelClearCellAdenocarcinomaofthe

Ovary(I期卵巣明細胞癌治療における系統的骨盤・傍大動脈リンパ節郭清を

含むstaginglaparotomyと適切な手術進行期確定の重要性）で、

InternationalJournalofGynecologicalCancer誌に2014年に掲載されていま

す。同雑誌の同年のImpactFactorは1.958です。指導教授は産婦人科の岡本

愛光教授です。

平成31年2月16日に岡本教授ご臨席の下、柳澤裕之教授、頴川晋教授と

共に公開審査会を開催いたしました。審査では鈴木氏の主論文に関するプレゼ

ンテーションの後、各審査委員と活発な質疑応答がなされました。代表的な質

問は以下の通りです。

・子宮内膜症から卵巣明細胞癌が発生するメカニズムは何か

・皮膚がんでは紫外線という環境因子が癌化に関わっているが、どのような環

境因子があるとARID1A遺伝子に変異が起こって癌化するのか

・化学療法を行わなかった症例に関して、その理由は何か

・化学療法の施行の有無と進行期確定のためのstaginglaparotomy実施の有

無に関連性はあったのか

・慈恵医大附属4病院間で予後などのデータに差はなかったか

・系統的骨盤・傍大動脈リンパ節郭清の合併症の頻度と施行の意義はどう考え

るか

これらに対し、鈴木氏は自身の研究成果、ならびに過去の文献を元に適切に

回答いたしました。

柳澤・頴川両審査委員と慎重審議の上、本委員会として学位論文として十分

な価値があるものと認定いたしました。
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